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社
友
会
栃
木
支
部
会
員
の
皆 

様
に
は
、
日
頃
よ
り
支
部
活
動 

に
対
し
深
い
ご
理
解
と
温
か
い 

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ 

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
支
部 

役
員
を
代
表
し
、
厚
く
お
礼
申 

し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
八
年
度
の
活
動
開
始
に
あ
た
り
、
五
月
二
十
五
日

（
月
）
に
栃
木
支
部
第
三
十
八
回
定
期
総
会
を
旧
技
術
セ
ン
タ

ー
棟
一
階
会
場
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
、
当
日
は
五
十
三
名
の
会
員
の
皆

様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
令
和
七
年
度
の
活
動
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
に

加
え
、
令
和
八
年
度
の
活
動
計
画
案
と
予
算
案
に
つ
い
て
ご
説

明
し
、
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
も
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

例
年
、
定
期
総
会
は
午
前
十
時
に
開
会
し
、
正
午
前
に
終
了
す

る
日
程
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
本
年
度
は
、
総
会

終
了
後
に
旧
シ
ャ
ー
プ
工
場
跡
地
の
一
部
を
取
得
し
、
木
材
加

工
工
場
と
し
て
本
格
操
業
を
開
始
さ
れ
た
㈱
ト
ー
セ
ン
・
デ
カ

ー
レ
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
工
場
見
学
会
を
実
施
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
見
学
会
で
は
、
工
場
の
概
要
や
作
業
内
容
に
つ
い
て
詳

し
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
時 

 

     

間
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
と
見
学
会
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、

本
年
度
は
開
会
時
刻
を
一
時
間
早
め
、
午
前
九
時
か
ら
の
開
催

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
、
総
会
な
ら
び
に
見
学
会
を
円
滑
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

総
会
で
ご
承
認
い
た
だ
い
た
令
和
八
年
度
の
支
部
活
動
方
針

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
済
み
の
総
会
議
案
書
に
記

載
の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 ・
役
員
会
お
よ
び
幹
事
会
を
毎
月
定
例
開
催
し
、
活
動
方
針
の 

策
定
と
推
進
を
図
る
。 

・
支
部
会
報
誌
「n

ik
k
o

」
を
夏
号
・
春
号
の
年
二
回
発
行
す
る
。 

・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
支
部
活
動
に
関
す
る
情
報 

を
迅
速
に
発
信
す
る
。 

・
健
康
面
や
高
齢
化
に
配
慮
し
た
内
容
で
懇
親
行
事
を
企
画
・ 

開
催
す
る
。 

・
各
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
活
動
を
紹
介
、そ
の
活
動
を
支
援
す
る
。 

・
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
未
加
入
者
へ
の
入
会 

勧
誘
を
推
進
す
る
。 

・
矢
板
市
の
地
域
貢
献
活
動
へ
積
極
的
に
協
力
・
参
加
す
る
。 

・
会
員
が
取
り
組
む
地
域
貢
献
活
動
を
支
援
す
る
。 

・
協
賛
団
体「
こ
く
み
ん
共
済
」の
各
種
保
険
加
入
を
促
進
す
る
。 

 

以
上
の
九
項
目
を
基
本
方
針
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
交

流
の
場
づ
く
り
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
更
に
深
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
け
る
行
事
の
企
画

や
、
分
か
り
や
す
く
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
の
充
実
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
社
友
会
に
お
き
ま
し
て
は
本
年
の
本
部
総
会
に
て
嶋

本
敏
男
会
長
が
退
任
さ
れ
、
新
会
長
に
深
堀
昭
吾
氏
が
就
任
さ

れ
る
な
ど
役
員
の
世
代
交
代
が
進
ん
で
お
り
、
他
の
地
方
支
部

に
お
い
て
も
支
部
長
や
役
員
の
交
代
な
ど
報
告
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
栃
木
支
部
に
お
い
て
は
後
継
者
が
な
か
な

か
見
い
だ
せ
ず
、
長
期
間
に
わ
た
り
役
員
を
お
引
き
受
け
頂
い

て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
、
何
と
か
改
善
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

一
方
、
我
々
社
友
会
の
母
体
と
な
る
シ
ャ
ー
プ
㈱
の
業
績
に

つ
き
ま
し
て
は
、
二
〇
二
六
年
三
月
期
の
決
算
に
お
い
て
、
売
上

高
こ
そ
前
年
比
十
二
・
四
％
減
の
一
・
八
九
兆
円
と
な
っ
た
も
の

の
、
収
益
性
は
大
幅
に
改
善
し
、
黒
字
化
を
達
成
し
た
と
報
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
営
業
利
益
・
経
常
利
益
・
純
利
益
の
い
ず
れ
も

大
幅
な
増
益
と
な
り
、
売
上
規
模
の
縮
小
よ
り
も
利
益
体
質
へ

の
転
換
が
鮮
明
に
な
っ
た
点
は
高
く
評
価
で
き
る
も
の
と
考
え 

て
お
り
ま
す
。 

増
益
の
主
な
要
因
と
し
て
は 

①
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
（
家
電
）

事
業
に
お
け
る
高
付
加
価
値
製
品
へ
の
シ
フ
ト
に
よ
る
収
益
性

向
上 

②
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
バ
イ
ス
事
業
の
赤
字
縮
小 

③
ス

ク
ー
ル
需
要
等
を
背
景
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
事
業
の
好
調 

④
有

形
固
定
資
産
売
却
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
創
出
な
ど
事
業
構
造
改

革
の
成
果
が
着
実
に
表
れ
て
い
る
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
一
昨
年
に
社
長
執
行
役
員
へ
就
任
さ
れ
た
沖
津
雅
浩

氏
は
本
年
四
月
一
日
付
で
代
表
取
締
役
副
会
長
に
就
任
さ
れ
、

後
任
と
し
て
海
外
経
験
が
豊
富
で
ス
マ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
事
業
で
実
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
河
村
哲
治
氏
が
社

長
執
行
役
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
日
本
人
役
員
が

経
営
全
般
を
監
督
し
事
業
活
動
を
推
進
す
る
体
制
と
な
り
、
今

後
の
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
八
年
度
も
会
員
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
賜
り
社
友
会
活
動
が
よ
り
一
層
意
義
の
あ
る
も
の
に
な
り

ま
す
よ
う
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
し
ま
す
。 

 

シ
ャ
ー
プ
社
友
会 

栃
木
支
部 

 

荒
田 

英
治 
支
部
長 

 

令
和
八
年
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て 
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第
三
十
八
回 

栃
木
支
部 

定
期
総
会
開
催 

栃
木
支
部
定
期
総
会
は
五
月
二
五
日
（
月
）
に
旧
栃
木

事
業
所
内
技
術
セ
ン
タ
ー
棟
一
階
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

会
員
五
十
三
名
が
出
席
し
議
長
に
選
出
さ
れ
た
城
本 

昭

さ
ん
の
進
行
で
、
円
滑
に
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

会
員
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
質
問
に
対
し
て
は
各
役
員
よ
り

適
切
な
答
弁
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
賛
成
多

数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

【
議
事
内
容
】 

㈠ 

令
和
七
年
度
活
動
報
告 

㈡ 

令
和
七
年
度
決
算
報
告 

㈢ 

令
和
七
年
度
会
計
監
査
報
告 

㈣ 

令
和
八
年
度
活
動
計
画
（
案
） 

㈤ 

令
和
八
年
度
予
算
計
画
（
案
） 

㈥ 

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
活
動
報
告
と
計
画 

・
令
和
八
年
度 

役
員
体
制
に
つ
い
て 

・
顧
問 

 
 

岩
村 

博 

・
顧
問 

 
 

山
本
東
洋
治 

・
支
部
長 

 

荒
田
英
治 

・
副
支
部
長 

青
木
正
和 

支
部
会
報
担
当 

・
副
支
部
長 

齊
藤
順
一 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当 

・
副
支
部
長 

安
部
敏
行 

行
事
担
当 

・
事
務
局
長 

後
藤
講
榮 

事
務
局
長 

・
会
計 

 
 

中
村
久
信 

・
会
計
監
査 

黒
川
健
一 

・
会
計
監
査 

平 

暁
雄 

閉
会
後
は
、
旧
技
術
セ
ン
タ
ー
玄
関
前
に
て
参
加
者
全
員

に
よ
る
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。 

                              

            

荒田支部長が説明する令和８年度活動計画（案）に熱心に耳を傾ける会員の皆さま 

城本議長の進行のもと採決を行い、出席会員の賛成により議案は承認されました 

第３８回栃木支部定期総会参加者全員による記念集合写真 
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定期総会参加者全員による集合写真撮影の後、デカーレ矢板工場の見学希望者が集まり、約１時間の工場

ツアーを実施しました。デカーレ矢板推進室 室長・宮川様のご案内により、TOSEN第１工場（シャープ

第１工場跡地）において、建材加工設備、乾燥養生設備、ストック設備ならびに、製材工程で発生するカン

ナ屑を有効活用した木質ペレット製造工程について見学させていただきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ生産システムとは異なり、森林環境への配慮と経済効率性を重視して構築された生産体制は 

大変印象深く、見学会参加者の皆様も高い関心を持って熱心に見学されていました。 

デカーレ矢板（株式会社トーセン矢板事業所）の見学会を実施 

 

デカーレ矢板推進室 室長の宮川様から工場ツアーの概要説明をいただき、ヘルメット着用、早速見学開始 

旧技術センター内の通路を進んで、元資材部の部屋がリフォームされた卓球場施設を見せていただきました 

旧技術センター正面広場に集められた木材は、工場内で建築材に加工されます 

 

建築材は乾燥・養生・出荷に備えてこの様にストックされ、 

             それら建築材の加工で出るカンナ屑は乾燥圧縮されたペレットに加工されます 

建材の乾燥設備 



 

 

  

 

 －5－ 

     

会
員
番
号 

一
一
七
六 

 

廣
安 

元
嗣 

 

先
日
は
社
友
会
よ
り
米
寿 

祝
い
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
。
丁
度
昭
和
百
年
の
年
に 

十
二
年
生
ま
れ
で
八
十
八
才 

を
迎
え
大
変
う
れ
し
く
思
っ 

て
お
り
ま
す
。
振
り
返
り
ま 

す
と
、
幼
少
の
頃
は
、
戦
中
戦 

後
の
時
代
を
経
験
し
、
物
資
不
足
や
、
特
に
食
料
品
は
無
く
て
大

変
な
思
い
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
は
平
和
な
時
代
に
な
っ
て
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。 

会
社
で
は
、
特
に
伊
勢
湾
台
風
の
災
害
後
の
復
旧
に
大
変
な

時
間
を
要
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

全
盛
時
代
を
経
験
し
、
無
事
に
定
年
退
職
を
迎
え
、
七
十
才
を
過

ぎ
る
頃
よ
り
体
調
の
変
化
を
来
た
し
、
大
病
で
入
院
手
術
等
の

体
験
の
後
に
無
事
回
復
し
今
日
に
到
り
ま
す
。 

米
寿
祝
い
と
孫
の
二
十
才
祝
い
を
合
同
で
祝
う
事
が
出
来
、

大
変
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
体
調
を
見 

な
が
ら
、
八
十
六
才
よ
り 

再
ス
タ
ー
ト
し
た
趣
味
の 

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
、
今
後
も 

社
友
会
の
同
好
会
の
方
々 

と
共
に
過
ご
せ
る
様
に
し 

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

＊
＊ 

感
謝 

＊
＊ 

  

      

会
員
番
号 

四
四
八
九 

 

野
澤 

英
男 

 

喜
寿
の
お
祝
い
を
頂
き
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
の 

間
に
か
七
十
七
歳
に
な
っ
て
お 

り
、
日
々
を
充
実
し
た
も
の
に 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
歳 

に
な
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
健 

康
で
あ
り
日
々
の
生
活
が
大
き

な
病
気
も
無
く
過
ご
せ
る
事
が
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。 

最
近
は
妻
の
体
調
に
変
化
が
現
れ
、
足
や
腰
が
弱
ま
り
バ
ス

旅
行
や
車
で
の
遠
出
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。 

私
は
幸
せ
な
こ
と
に
健
康
で
す
。 

年
間
通
し
て
の
週
一
ゴ
ル
フ
や
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
渓
流

釣
り
、
そ
し
て
十
月
～
三
月
に
か
け
て
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
九
〇

〇
〇
歩
）
が
日
課
で
す
。 

又
、
細
々
と
庭
で
家
庭
菜
園
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
年
通
し
て

の
野
菜
作
り
も
結
構
楽
し
い
で
す
。
冬
場
の
青
物
野
菜
と
夏
野

菜
の
切
り
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

地
域
活
動
と
し
て
班
内
の
「
公
園
」
や
「
ご
み
集
積
場
」
の
管

理
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
公
園
は
年
間
四
回
く
ら
い
の
草
刈
り
、

ご
み
集
積
場
は
、
い
つ
も
整
頓
さ
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。 

目
的
は
外
部
不
審
者
に
対
す
る
防
御
で
す
。 

微
力
で
す
が
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
行
き
ま
す
。 

     

 

会
員
番
号 

四
五
三
九 

 

安
部 

敏
行 

 

七
十
七
歳
と
い
う 

節
目
を
迎
え
、
喜
寿 

の
お
祝
い
を
頂
き
誠 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。
七
十
七 

年
の
歩
み
の
中
で
、 

約
半
分
に
あ
た
る
三 

十
九
年
間
を
シ
ャ
ー 

プ
で
お
世
話
に
な
り
、 

生
産
部
、
管
理
課
、
技 

術
部
、
原
価
革
新
な

ど
複
数
の
部
署
を
経
験
し
ま
し
た
。
中
で
も
特
に
印
象
深
い
の

は
、
液
晶
テ
レ
ビ
第
一
号
の
開
発
設
計
に
携
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

当
時
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
が
主
流
の
時
代
で
あ
り
、
超
小
型

化
な
ど
多
く
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
製
品
化
を
進
め
た
経

験
は
、
技
術
者
と
し
て
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
亀
山
で
の
単
身
赴
任
や
国
内
各
地
へ
の
出
張
に
加
え
、

中
国
、
台
湾
、
メ
キ
シ
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
海
外
出
張
も
経
験
し
、

仕
事
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
の
つ
な
が
り
や
文
化
の
違
い

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
し
た
。 

令
和
五
年
か
ら
は
社
友
会
の
班
幹
事
と
な
り
、
そ
の
後
、
役
員

と
し
て
行
事
担
当
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
行
事
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ

ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

ま
た
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
や
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。 

昨
年
、
仲
間
と
の
ゴ
ル
フ
中
に
初
め
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
思
い
が
け
な
い
出
来
事
で
し
た
が
、
大

変
う
れ
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
健
康
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ゴ
ル
フ
や
旅
行
を

楽
し
み
、
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

米
寿
を
迎
え
て 

喜
寿
を
迎
え
て 

ボウリングを楽しむ筆者 

機構開発設計を担当したシャープ液晶 

カラーテレビ第1号の３C－Ｅ１と取説 



 
 

  

 

 －6－ 

 

会
員
番
号 

五
〇
四
六 

 

松
元 

幸
春  

こ
の
度
は
、
喜
寿
の
お
祝
い 

を
頂
戴
し
ま
し
て
、
誠
に
有
難 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
礼
を
申 

し
上
げ
ま
す
。
現
役
を
退
い
て 

か
ら
の
年
月
の
流
れ
は
、
誠
に 

早
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
七
十 

七
歳
を
数
え
自
分
で
も
驚
い
て

い
ま
す
。
現
役
の
頃
は
、
体
力
任
せ
で
健
康
に
気
配
り
も
せ
ず
過

ご
し
、
ま
た
定
年
後
の
南
京
シ
ャ
ー
プ
で
の
勤
務
五
年
間
も
繰

り
返
し
の
徹
夜
も
臆
せ
ず
、
無
精
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
二
〇
一
九
年
に
は
腎
不
全
と
診
断
さ
れ
、
腎
透
析
を
始
め
ま

し
た
。 

そ
れ
ま
で
ず
っ
と
、
自
分
は
ま
だ
健
康
だ
と
思
っ
て
過
ご
し

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
黄
斑
変
性
や
白
内
障
な
ど
目
の
病
気

も
現
れ
、
や
は
り
年
相
応
だ
な
と
、
改
め
て
自
覚
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
様
な
経
緯
も
あ
っ
て
十
年
前
か
ら
、
毎
朝
五
時
半
か

ら
、
八
時
半
ま
で
の
約
三
時
間
、
雨
の
日
以
外
は
長
峰
公
園
で
散

歩
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
の
副
次
効
果
と
し
て
、
散
歩
を
通
じ

て
、
性
別
、
年
齢
層
は
様
々
で
す
が
、
沢
山
の
友
達
が
で
き
情
報

量
も
増
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
先
日
の
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
健
康
診
断
で
は
、
ふ
く

ら
は
ぎ
は
、
三
十
代
の
筋
量
が
あ
り
素
晴
ら
し
い
と
褒
め
て
頂

き
ま
し
た
。 

一
方
、
両
腕
上
腕
を
水
平
に
し
た
と
き
の
、
力
こ
ぶ
の
下
側
の

筋
肉
が
衰
え
、
年
齢
相
応
故
、
散
歩
を
す
る
時
は
、
両
腕
を
直
角

に
曲
げ
、
胸
の
前
で
左
右
に
振
り
な
が
ら
歩
く
様
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
ま
し
た
。
歩
き
方
を
変
え
て
約
一
ヶ
月
で
す
が
、
少
し

筋
量
が
高
ま
っ
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
一
時
期
は
写
真
撮
影
に
興
味
を
持
ち
、
暫
く
は
、
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
を
最
近
の
も
の
に
更
新
し
て
何
処
か
し
こ
に
持
ち

歩
い
て
い
ま
し
た
が
、
歳
の
せ
い
か
交
換
レ
ン
ズ
や
三
脚
な
ど

の
重
さ
が
苦
痛
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

 

そ
こ
で
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
カ
メ
ラ
を
買
っ
て
、
三
年
程
度
使
っ
て

み
ま
し
た
。
重
さ
や
画
質
な
ど
は
、
ほ
ぼ
満
足
で
す
が
、
も
っ
と

手
軽
な
も
の
が
欲
し
く
な
り
、
現
在
は
目
下
、iP

h
on

e1
7
P

ro 

M
a
x

だ
け
を
持
ち
歩
く
様
に
な
り
ま
し
た
。 

iP
h

on
e

は
、
画
質
も
よ
く
、
音
質
も
最
高
な
の
で
、
私
の
よ

き
相
棒
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
桜
や
つ
つ
じ
、
さ
つ
き
、
新

緑
の
季
節
が
楽
し
み
で
す
。 

 

会
員
番
号 

五
三
七
六 

 

野
村 

博 

 

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
は
喜 

び
の
草
書
体
が
、
七
十
七 

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
名 

付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
ま 

す
。
基
調
色
の
紫
は
高
貴 

の
色
で
、
敬
意
を
表
す
と 

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
頂 

く
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、
一
、
こ

れ
か
ら
も
お
健
や
か
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
々
を
。
二
、
こ
れ
か

ら
も
、
元
気
で
笑
顔
の
源
で
い
て
く
だ
さ
い
。
三
、
ま
だ
青
春,

こ
れ
か
ら
も
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
で
人
生
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

等
、
丁
寧
で
、
温
か
い
言
葉
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
明
る
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
ば
か
り
で
す
。
現
実
を
否
定
せ
ず
、
素
直
に
受
け
止
め
て

残
り
の
人
生
を
精
一
杯
、
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 只

、
現
状
は
こ
の
年
で
、
ま
だ
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

少
し
は
緩
や
か
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
正
に
青
春
の
延
長
そ

の
も
の
で
す
。
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
従
業
員
四
名
に
は
悲
痛

な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
ず
、
私
の
元
気
な
間
は
何
と
か
応
え
て
行

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

い
か
ん
せ
ん
、
身
体
の
衰
え
は
隠
し
き
れ
ず
、
眼
、
耳
、
足
腰
、

記
憶
力
、
尿
、
呂
律
等
は
、
規
則
生
活
、
健
康
食
、
体
育
、
定
期

健
診
等
を
通
じ
て
、
何
と
か
維
持
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。 

中
で
も
、
仕
事
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
最
も
、
厳
し
い
の
が
、 

 

 

難
聴
で
す
。
お
客
様
と
の
会
話
で
何
度
も
聞
き
直
さ
な
い
と
行

け
ず
、
困
難
を
極
め
て
お
り
ま
す
。
補
聴
器
を
使
用
す
る
も
、

中
々
、
適
切
な
器
具
と
巡
り
合
え
て
お
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
、
仕
事
に
従
事
す
る
傍
ら
、
社
友
会
の
宇
都
宮
班

長
、
町
内
の
班
長
が
同
時
期
に
ダ
ブ
ル
で
順
番
が
回
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
出
来
な
い
こ
と
を
主
張
し
が
ち
で
す
が
、
残
さ
れ
た

人
生
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
な
が
ら
、
旨
く
工
面
を
し
、
調

整
し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
余
生
を
こ
れ
か
ら
も
向
学
心
と
健
康
、
体
育
、
青
春

を
謳
歌
し
て
、
頑
張
っ
て
参
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

会
員
番
号 

五
六
五
四 

 

才
津 

宣
義  

昨
年
末
に
喜
寿
を
迎
え
、
祝
い 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
前 

回
古
希
の
投
稿
か
ら
あ
っ
と
い
う 

間
の
七
年
が
過
ぎ
、
年
号
も
平
成 

か
ら
令
和
に
な
り
、
内
外
で
様
々 

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
私
的
に
は
確
実
に
老
人
力
が
増
し
体
力
、
気
力
、
記
憶
力
の

衰
え
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
こ
の
七
年
間
で
印
象
に
残
る
出
来
事
が
三
つ
有
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。
令
和
二
年
か
ら
の
四
年
間
日
本

中
を
覆
っ
て
い
た
重
苦
し
い
空
気
は
思
い
出
し
た
く
も
な
い

日
々
で
し
た
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る
様
に

感
じ
ま
す
が
注
意
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
個
人
的
に
は

令
和
三
年
七
月
か
ら
令
和
五
年
十
二
月
ま
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

を
真
面
目
に
？
七
回
接
種
、
そ
の
都
度
の
肩
痛
と
三
十
八
度
前

後
の
発
熱
で
し
た
。
そ
の
間
は
幸
い
発
病
し
ま
せ
ん
で
し
た
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
止
め
た
途
端
令
和
六
年
七
月
に
コ
ロ
ナ
に
罹

り
、
改
め
て
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
実
感
し
た
次
第
で
す
。 

二
つ
目
は
矢
板
工
場
の
閉
鎖
、
売
却
で
す
。
昭
和
四
十
八
年
二 

月
に
田
辺
工
場
か
ら
転
勤
以
来
四
十
数
年
慣
れ
親
し
ん
だ
建
屋 
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が
荒
れ
て
行
く
様
な
寂
し
さ
、
虚
し
さ
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
デ
カ
ー
レ
矢
板
」
へ
の
変
身
は
救
い
で
す
。 

三
つ
目
は
五
十
年
来
の
虎
党
に
と
っ
て
大
い
に
喜
ば
し
い 

「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
」
の
躍
進
で
す
。
令
和
五
年
に
岡
田
監
督
の

下
、
十
八
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
、
三
十
八
年
ぶ
り
の
日
本
一

に
。
昨
年
は
藤
川
監
督
で
リ
ー
グ
優
勝
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
リ

ー
グ
連
覇
と
日
本
一
奪
還
を
家
族
共
々
応
援
し
て
い
ま
す
。 

尚
、
人
気
球
団
に
な
る
と
球
場
の
チ
ケ
ッ
ト
が
取
り
難
く
、
料

金
が
高
い
の
で
テ
レ
ビ
桟
敷
か
ら
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

歌
の
文
句
の
様
に
昭
和
・
平
成
・
令
和
を
生
き
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
健
康
寿
命
を
延
ば
す
べ
く
、
社
友
会
活
動
の
太

極
拳
・
ヨ
ガ
同
好
会
や
地
域
の
人
々
と
積
極
的
に
交
流
し
、
今
ま

で
大
き
な
病
気
も
せ
ず
丈
夫
な
身
体
に
生
ん
で
く
れ
た
父
母
に

感
謝
し
、
米
寿
ま
で
は
先
が
長
い
の
で
取
り
敢
え
ず
傘
寿
、
半
寿

ま
で
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。 

 

     

会
員
番
号 

七
三
九
三 

 

高
木 

富
士
雄 

 

私
は
、
Ｍ
Ｚ-

８
０
Ｂ
が 

登
場
し
た
一
九
八
一
年
に 

入
社
し
、
最
初
の
仕
事
が 

東
京
支
社
で
の
発
表
会
で 

し
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
１
、
Ｘ 

６
８
０
０
０
と
パ
ソ
コ
ン 

の
商
品
化
に
関
係
し
、
矢 

板
に
転
勤
し
て
か
ら
は
、 

緊
プ
ロ
で
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
ソ
フ
ト
開
発
に
携
わ
り
、
卒
業 

前
は
十
年
以
上
テ
レ
ビ
の
品
質
保
証
Ｓ
Ｑ
Ａ
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
。 

 

 

専
門
社
員
で
は
、
入
社
時
の
古
巣
Ｓ
Ｍ
Ｊ
の
宇
都
宮
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
家
電
修
理
の
補
助
や
部
品
の
管
理
を
担
当
し
、

現
在
も
協
力
会
社
に
籍
を
移
し
て
、
現
役
の
ま
ま
宇
都
宮
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
で
の
部
品
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
社
友
会
で
は
、
積
極
的
に
多
く
の
行
事
に
参
加
し
て
、
先

輩
方
と
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
身
体
が
動
く
限
り
、
八
十
才
ま
で
働
く
覚
悟
で
す
。 

 

会
員
番
号 

七
三
九
六 

 

半
田 

孔
久 

 

一
九
八
二
年
入
社
か
ら
二
〇
二
三
年
九
月
に
定
年
退
職
す
る

ま
で
の
四
十
一
年
間
、
テ
レ
ビ
に
始
ま
り
、
Ｖ
Ｈ
Ｄ
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｂ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
多
岐
に
渡
る
製
品
の
商
品
化
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
間
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
海
外

赴
任
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
最
後
は
千
葉
幕
張
の
国
内
Ｔ
Ｖ
事
業
部
製
品
開
発
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。 

定
年
を
迎
え
た
こ
れ
か
ら
は
、
好
き
な
温
泉
巡
り
と
食
べ
歩

き
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

社
友
会
で
は
諸
先
輩
方
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※ 

本
人
の
意
向
に
よ
り
顔
写
真
は
省
略
。 

 

【 

同
好
会
加
入
の
お
勧
め 

】 

 

新
入
会
員
の
皆
様
、
社
友
会
入
会
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

社
友
会
で
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
、
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
同
好
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
見
学
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
き
っ
と
新
し
い
発
見
や

楽
し
み
が
見
つ
か
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
一
つ
で
も
多
く
の
同
好
会
に
参
加
さ
れ
、
仲
間
と
の
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

【
役
員
一
同
】 

 

  

新
入
会
員
紹
介 

（ 

令
和
八
年
四
月
入
会 

） 

足利フラワーパークにて 

http://www.tcg-syayu.co-site.jp/
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「 

第
六
班
幹
事
を
担
当
し
て 

」 

第
六
班 

 
 

城
本 

昭 

 

当
班
は
片
岡
・
安
沢
・ 

石
関
・
乙
畑
・
大
槻
・
越 

畑
の
六
地
区
で
現
在
、
会 

員
が
九
名
で
す
。
当
地
区 

に
は
Ｊ
Ｒ
片
岡
駅
と
東
北 

高
速
道
の
矢
板
イ
ン
タ
ー 

が
あ
り
、
国
道
四
号
線

も
通
っ
て
お
り
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

社
友
会
の
幹
事
を
引
き
受
け
て
約
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
月
一
回
の
幹
事
会
で
は
支
部
長
、
役
員
の
方
々

の
話
が
聞
け
、
ま
た
他
幹
事
と
の
情
報
交
換
も
出
来
る

の
で
有
意
義
な
会
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
班
全
員
が
情
報

交
換
が
出
来
る
様
な
親
睦
会
（
簡
単
な
食
事
会
）
の
開

催
な
ど
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

私
も
定
年
後
、
二
十
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
八

十
五
歳
の
年
齢
に
し
て
は
健
康
な
方
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
年
一
回
の
人
間
ド
ッ
ク
検
診
は
欠
か
さ
ず
に
受
診

し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
旅
行
で

す
が
、
何
か
も
う
一
つ
趣
味
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
運
動
は
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
筋
ト
レ
、
三

十
分
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
で
す
が
、
常
に
体
を
動
か
す

こ
と
を
意
識
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
「
今
日
の
自
分
は
過

去
の
自
分
の
結
果
で
あ
り
、
明
日
の
自
分
は
今
日
の
自

分
の
結
果
で
あ
る
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
注
意
し
な
が
ら
、
新
し
い
事
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
様
に
心
が

け
た
い
で
す
。 

 

 

「 

第
十
班
幹
事
を
担
当
し
て 

」 

第
十
班 

 
 

網
野 

正
輝 

 

退
職
後
二
十
年
ぶ
り
の 

二
回
目
の
幹
事
と
な
り
ま

し
た
。
第
十
班
の
構
成
は 

こ
の
間
大
幅
に
変
わ
り
現 

状
富
田
と
鹿
島
町
で
会
員 

数
は
九
名
で
す
が
構
成
員 

の
高
齢
化
が
進
み
今
後
地 

域
の
再
編
や
幹
事
の
在

り
方
に
つ
い
て
少
し
の
不
安
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

当
方
も
年
齢
に
逆
ら
え
ず
、
二
週
間
、
一
ヶ
月
、
三

ヶ
月
、
六
ヶ
月
と
病
院
通
い
。
そ
の
間
、
老
体
に
鞭
を

打
ち
、
月
二
回
程
度
の
ゴ
ル
フ
を
仲
間
と
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

趣
味
と
し
て
い
た
海
釣
り
も
高
年
齢
に
よ
り
、
仲
間

も
い
な
く
な
り
、
近
年
は
近
場
の
茨
城
県
の
涸
沼
に
年

一
回
ハ
ゼ
釣
り
に
若
手
の
メ
ン
バ
ー
と
出
か
け
て
い
ま

す
。 又

庭
木
の
樹
高
も
高
く
な
り
剪
定
も
危
な
く
一
本
を

残
し
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
伐
採
を
依
頼
処
分
し
、

そ
の
あ
と
に
芝
桜
、
ア
ヤ
メ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
バ
ラ

等
を
植
え
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
雑
草
と
の
戦
い
に
苦

慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。  

班
の
構
成
は
、
七
名
が
以
前
か
ら
の
会
員
で
二
名
が

新
し
い
会
員
で
す
。
今
後
幹
事
会
や
総
会
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
は
、
体
力
維
持
の
為
に
妻
と
共
に
長
峰
公
園
内
の

散
歩
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

あ
と
一
年
の
幹
事
任
期
を
体
力
の
続
く
限
り
班
内
の

方
々
の
協
力
の
も
と
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

  

第
十
八
班
幹
事
を
担
当
し
て 

」 

第
十
八
班 

 
 

立
具 

宏
茂 

 

社
友
会
第
十
八
班
の
幹 

事
を
令
和
七
年
よ
り
務
め 

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま 

す
が
、
毎
月
実
施
さ
れ
て 

い
る
幹
事
会
の
み
の
出
席 

で
各
行
事
に
は
参
加
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し 

た
。 

平
成
二
十
四
年
に
退
職
後
、
Ｏ
Ｂ
が
起
業
さ
れ
た
先

で
十
三
年
程
、
週
に
三
日
程
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
お
り

社
友
会
開
催
の
各
行
事
に
日
程
の
都
合
等
で
出
席
で
き

ず
に
い
ま
し
た
が
、
旧
職
場(

商
品
セ
ン
タ
ー)

に
は

時
々
業
務
と
し
て
き
て
お
り
、
早
川
町
の
変
貌
を
見
て

寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

今
、
働
か
せ
て
頂
い
て
い
る
仕
事
も
体
が
続
く
内
は

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
社
友
会
の

各
行
事
に
も
参
加
出
来
る
様
に
日
程
調
整
を
行
い
、
各

会
員
と
親
睦
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

『
班
幹
事
の
役
割
に
つ
い
て
』 

班
幹
事
の
皆
様
、
日
頃
の
社
友
会
活
動
に
感
謝
致
し

ま
す
。
班
幹
事
の
役
割
と
し
て
、
幹
事
会
出
席
、
各
報

告
・
提
案
に
対
す
る
確
認
と
承
認
、
地
域
貢
献
活
動
へ

の
参
加
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
と
班
員
と
の
連
絡
、
慶

祝
者
へ
の
祝
金
手
渡
し
、
弔
慰
情
報
の
連
絡
、
支
部
会

報
、
そ
の
他
の
送
付
資
料
の
袋
詰
め
、
及
び
近
く
班
員

へ
の
手
配
り
、
会
費
未
納
者
へ
の
督
促
、
年
会
費
の
集

金
、
支
部
会
報
へ
の
寄
稿
等
、
色
々
な
仕
事
が
あ
り
ま

す
が
、
宜
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

幹
事
コ
ー
ナ
ー 
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一
班 

木
村 

勝
仁 

（
記
） 

 

水
彩
画
愛
好
家 

グ
ル
ー
プ
の
「
画 

楽
」（
が
ら
く
）
水 

彩
画
展
に
つ
い
て 

紹
介
し
た
い
と
思 

い
ま
す
。
当
会
は 

元
デ
ザ
イ
ン
セ
ン 

タ
ー
所
長
の
朝
倉 

紘
一
さ
ん
が
発
起 

人
と
な
り
、「
絵
を 

描
く
（
画
く
）
を
楽

し
む
」
と
言
う
理
由
か
ら
会
の
名
称
を
「
画
楽
」
と
銘
々
し
、

二
十
三
年
前
の
２
０
０
３
年
五
月
に
宇
都
宮
市
大
通
り
の
東

京
電
力
ビ
ル
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
」
で
産
声
を

上
げ
ま
し
た
。 

朝
倉
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
五
人
の
メ
ン
バ
ー
で
各
自
が
創

作
し
た
作
品
を
持
ち
寄
り
毎
年
五
月
に
「
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
」
で

水
彩
画
展
を
開
催
、
第
八
回
目
を
迎
え
た
２
０
１
２
年
よ
り
栃

木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
第
二
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
開
催
場
所

を
移
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
間
、
東
日
本
大
震
災(

２
０
１
１
年
三
月)

、
２
０
１
９

年
～
２
０
２
３
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
二
度
開
催
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
朝
倉
さ
ん
を
中
心
と
し
た

水
彩
画
に
対
す
る
情
熱
と
グ
ル
ー
プ
の
強
い
絆
で
こ
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
今
年
で
二
十
一
回
目
の
水
彩
画
展
を
迎
え
ま
し

た
。「
画
楽
」
は
シ
ャ
ー
プ(

株)

Ｏ
Ｂ
の
み
な
ら
ず
、
女
性
を
含 

 

 

め
た
一
般
の
方
も
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
十
名
程
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
水
彩
画
は
油
絵
に
無
い
繊
細
さ
、
明
る

さ
、
そ
し
て
透
明
感
溢
れ
る
世
界
の
描
写
が
年
々
、
人
気
を 

高
め
て
お
り
グ
ル
ー
プ
愛
好
家
メ
ン
バ
ー
の
数
、
及
び
展
示
会

の
来
場
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

十
年
程
前
よ
り
、
更
な
る
創
作
活
動
の
向
上
と
絵
心
の
醸
成

を
目
指
し
、
五
月
の
水
彩
画
展
に
向
け
て
出
品
作
品
の
批
評
会 

を
二
ヶ
月
毎
に
宇
都
宮
市
豊
郷
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
批
評
会
で
は
メ
ン
バ
ー
の
方
々
が
グ
ル
ー
プ
名
「
画

楽
」
の
名
付
け
親
で
あ
る
朝
倉
さ
ん
の
厳
し
い
ご
指
摘
の
中
に

も
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
た
親
身
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
作
品
の
完
成
度
を
高
め
る
場
と

し
て
創
作
活
動
を
愉
し
ん
で
い
ま
す
。 

                      

                           

「
画
楽
」
水
彩
画
展
は
毎
年
新
緑
の
五
月
、
一
週
間
程
の
会

期
で
県
庁
前
の
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
第
二
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
開
催(

来
年
は
五
月
二
十
七
日
～
三
十
一
日)

致
し
ま
す
。

透
明
感
溢
れ
る
水
彩
画
の
素
晴
ら
し
い
世
界
の
作
品
を
鑑
賞

し
て
頂
き
、
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
る
と
健
康
維
持
に
も
役
立
つ

と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
足
を
お
運
び
下
さ
い
。 

尚
、
掲
載
写
真
は
今
年
五
月
一
日
～
七
日
の
会
期
で
開
催
さ

れ
た
第
二
十
一
回
「
画
楽
」
水
彩
画
展
の
模
様
で
す
。 

「
透
明
感
溢
れ
る
水
彩
画
』 

「
画
楽
」
水
彩
画
展
の
紹
介 

5月1日シャープOBの来訪者（後列：左から木村、宮田、青木、齊藤 の各氏） 

画楽会員（前列：左から前野、小林、加藤、朝倉、大内、吉田 の各氏） 

発起人：朝倉 紘一さん 
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入会案内・問い合わせ先 

 
 

会  長 ： 佐藤壽行 ☎ 0287-44-3377 

 

 

 

 

※入会費・年会費は無料です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会員数１４名 
 

 

 

 

 

  

 

安部 敏行 安東 郁哉 

福本 英之 飯野 一男 

平山   勝 山本東洋治 

郡司 忠一 佐藤 龍雄 

永橋   肇 青木 正和 

佐藤 壽行 津田   功 

齊藤 順一 磯島 和美 

 

 

Personal Computer Club 

パソコンクラブ

 

Established in 2001 

 

 

 

パソコンの知識と技量を深める場として 

毎月定例会と勉強会を行っています。 

最近は、パソコンに加えてスマホなど 

デジタル機器の話題も扱っています。 

《会員紹介》 

 

 

 

定 例 会 

毎   月 

第１水曜日 

午前 10時～12時 

会 員 募 集 中 
 

勉 強 会 

毎  月 

第 3 水曜日 

午前 10時～12時 

２０２６年１月「新春定例会」 

・・半年ぶりに元気な顔を合わせて・・ 

Photo by toshiyuki sato 桜花と冠雪の高原山。2025.4.17撮影、約半世紀前の春闘決起集会以来の遅咲きでした。 

        ２０２６年１～６月の主な活動内容   

・定例会・勉強会を オンライン会議 Teams で 

実施した。 
 

・昨年末より開始した「スマートフォン」の学習を

継続中。 
 

・ホームページ掲載の活動報告書及び会報 

クラブ紹介ページの編集作業を実施。 
 

 

 

 

同内容を社友会ホームページに掲載して 

おります。 

 
 

 

                                                                                                        ≪トピックス≫ 

 

 「ChatGPT」に続き「スマートフォン」を学習中。

 

学 習 中 Teams学習風景
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◇ 活 動 状 況  

 
天候の変化が大きい中でも、会員の皆さまのご協力により、年間計画に沿っ

て無事に開催することができました。競技では、日頃の実力を十分に発揮でき

た方もそうでなかった方も、プレーを通じて歓談しながら親睦を深め、ゴルフを楽

しんでいます。当同好会は、会員相互の親睦と健康増進を目的に、楽しくゴルフ

を続けられる環境づくりを進めています。 

新規会員を随時募集しています。ゴルフ経験者の皆さまのご参加をお待ちして

おります。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 今後の定例コンペ日程 

 

定例コンペ 第 150 回 第 151 回 第 152 回 

開  催  日 11 月 28 日(金） 3 月 13 日(金) 5 月 29 日(金) 

開催コース 千成ＧＣ 矢板ＧＣ 千成ＧＣ 

参加人数 21 名 22 名 22 名 

優 勝 黒川 健一 (64.0) 成瀬 常明 (73.6) 岡崎  忠   (68.8) 

準優勝 後藤 講栄 (68.8) 前野 雄二 (74.0) 松内 幸男  (70.8) 

３位   河越 泰博 （71,2) 中島 隆志 (74.6) 山口 英吉  (71.4) 

４位   前野 雄二 (71.8) 今泉 正男 (74.6) 白川  寿   (72.0) 

５位   丸山 昭治 (72.0) 山口 英吉 (74.6) 針原修五郎  (72.4) 

６位   郡司 忠一 (72.8) 徳田 義文 (75.0) 野中 春夫  (72.8) 

７位   成瀬 常明 (73.4) 中野 武久 (75.4) 中島 隆志  (73.0) 

８位   福田 貞男 (74.0) 岡崎 忠  (75.6) 丸山 昭治  (73.4) 

９位   安部 敏行 (74.6) 辻   勉  (76.4) 中野 武久  (74.2) 

１０位   岡崎 忠   (75.0) 野中 春夫 (76.4) 法田 嘉明  (75.0) 

ベストグロス 

(コース毎) 

河越 泰博  (80) 

 

徳田 義文 (87) 

河越 泰博 (84) 

河越 泰博  (82)  

 

コンペ 予定日 備 考 

第 153回 7月 31日 矢板 CC 

第 154回 9月 25日  大日向 CC 

第 155回 11月 27日 千成 GC 

152 回入賞者

者 

中島さん、成瀬さん、前野さん 

第 152回 千成ゴルフクラブコンペ集合写真 

松内さん、岡崎さん、山口さん     

山口氏 

≪新会員募集≫ 

★入会金  ：無料 ★年会費 ：無料 

★定例コンペ：年間 5 回実施 5 月、7 月、9 月、11 月、3 月 

★連絡先  ：幹事 山口重一 090-5303-2005 

 e-メール shimagekazuko0311@violet.plala.or.jp 

151 回入賞者 

150 回入賞者

者 

後藤さん、黒川さん、河越さん 

ゴ ル フ 同 好 会 
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◇ 歩こう会のご案内 

   ☆県内、又は近県の山、渓谷、湿原など景勝地への 

トレッキングを行っています 

   ☆定例会としては難易度が初心者向き、一般向きの 

コースで年５～６回実施、歩行時間は４時間程度 

   ☆友志例会としては定例会で訪れるコース開拓と 

登山レベル向上を目指し本格的な高山や夏山での 

登山を適時実施しています 

                              

                             1 月 13 日            長岡百穴 

◇ 令和８年 定例会活動状況  

     ・茨城県桜川市「雨引山」(3/14 参加 11 名)    ・那須塩原市「新湯富士山」(5/9 参加 12 名)    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇令和８年 定例会の活動結果と計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇令和８年 友志会の活動計画  

・難易度の比較的低い山歩きについては定例会メンバーにも積極的に行事内容を案内し、参加者を 

募って行う山行活動も計画して参ります 

 

  ◇運営  組織： [ 顧問 ] 松本 隆 [ 会長 ] 荒田 英治 [ 副会長 兼 会計 ] 矢板 利一  

◇会員の募集：歩こう会役員まで連絡ください。年会費２,０００円（１０月以降の入会は１,０００円） 

    ◇会 員 数：令和８年７月現在 登録会員数 ２０名（家族会員４名を含む） 

                                         

定例会 実 施 時 期 行先 と 山名など 概要・ポイント 

第 156 回 Ｒ８年  1 月 13 日(火) 栃木県宇都宮市  長岡百穴 山始めのハイキングと食事会 

第 157 回 3 月 14 日(土) 茨城県桜川市   雨引山 河津桜咲く早春の里山歩き 

第 158 回  5 月 9 日(土) 栃木県那須塩原市  新湯富士 トウゴクミツバツツジの時期 

第 159 回        7 月 7 日(火) 栃木県那須塩原市 那須街道 赤松林に咲くヤマユリの群落 

第 160 回 9 月 中旬 栃木県日光市  大谷川公園 公園内の散策と体験館見学 

第 161 回 10 月 中〜下旬 栃木県那須町  沼っ原湿原 草紅葉鑑賞とお泊りの懇親会 

歩 こ う 会 

●連絡先 荒田 英治 TEL 0287-37-3298 / 090-1121-1522 

e-mail ：earata@olive.ocn.ne.jp 
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◇ 活動状況 

R8年1月11日 合同新年会・作品講評会  矢板フォトクラブ、 

片岡写真教室、社友会カメラクラブ合同で実施。 

 2月10日 撮影会 東古屋湖で撮影会を予定。  

一昨年末からの暖冬で道路や周辺に雪が無く、湖の氷も無く 

参加者も少なく、中止。 撮影場所、被写体を検討する。  

 3月10日 定例会   次年度のカメラクラブ活動計画を策定。毎月の活動日、第2水曜日について見直した。 

 4月 8 日 定期総会 村上先生を筆頭に今年度も写真コンテストに挑戦することを目指します。 

 5月12日 撮影会   矢板市県民の森 八方の貴婦人 シロヤシオの撮影会を実施。花は咲き始めでした。 

◇ 写真コンテスト入選・入賞作品紹介 シャープ社友会栃木支部ホームページに掲載しています。 

◇ カメラクラブ員の作品 ： あなたの自慢の一枚を掲載しませんか。カメラクラブへの入会をお待ちしています。 

『 小さな秋 』  田代 宏明         『 孤高の桜 』 山口 重一           『 コバイケイソウ 』 志賀 実 

 

 

 

 

 

 

『 只 見 線 』 只友 將弘       『 おつかれ 』 大屋 信幸   

 

 

 

 

『 朝  陽 』 貝増 弘行 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 令和８年度 活動計画  

・定例会は13時～15時、城の湯ふれあい館で実施 

実施 年月日 活 動 内 容 実施 年月日 活 動 内 容 

R8年 4月14日 カメラクラブ総会・定例会 R8年 11月 6日 合同撮影会：奥日光 

 5月12日 撮影会：澤観音寺・蓮池の撮影  11月10日 定例会：基礎研究、作品の講評 

 6月 9日 定例会：基礎研究、作品の講評  12月 8日 定例会：基礎研究、作品の講評 

 7月14日 定例会：基礎研究、作品の講評 R9年 1月10日 新年合同講評会（フォトクラブ、写真教室） 

 8月18日 撮影会：奥日光  2月 9日 撮影会：塩谷町東古屋湖・冬景色撮影 

 9月 8日 定例会：基礎研究、作品の講評  3月 9日 定例会：基礎研究、作品の講評 

 ≪ 新会員募集 ≫ ◇ 年会費：３，０００円（中途入会 無料） ◇ 体験参加可能  ◇ 現会員数：１０名 

◇ 連絡先 幹事：大屋信幸 TEL：０２８７－４３－５８０６ ・e-mail： n0y8a@eagle.ocn.ne.jp  

カメラクラブ 
カメラクラブ作品講評会 



 －14－ 

 

 

 

 

 

 

 

♪♪ 新 規 会 員 募 集 中 ♪♪  

継続は力なり。カラオケ同好会も発足から 19年目になりました。現在は那須塩原市のカラオケ店で 

原則として毎月第 2火曜日に定例会を実施しています。昭和で数えると今年は 101年を迎えました。 

私達は昭和 63年、平成 30年、令和 8年と 3世代を生き続けてきました。演歌は昭和を代表するもの。 

日々変化する気候や歴史も乗り越えて此処まで頑張って辿り着く事が出来ました。あと何年続くか 

判りませんが、この感動を大切に仲間と歓びを分かち合いたいと思います。 

当同好会は入会金、年会費も無料ですので、気軽に、ご家族お友達を誘って体験参加し、新規加入 

されることを会員一同、心待ちにしております。毎月第２火曜日を空けておいて下さい。（ 記：福永 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜ 入会申込・問合せ先 ＞ 

会  長 ： 福永 勝行 

       (TEL) 0287-44-1109 

事務局 ： 青木 正和 

      (TEL) 0287-44-1332  

カラオケ同好会

カラオケ同好会に入会し、採点機能で 

100点に挑戦してみませんか！！ 

１月度「BanBan」西那須野バイパス店での定例会 

 実　施　日  実施場所 参加者 トップ賞 曲　　名

  1   /  13 (火） BanBan 9 名 郡 司 あ や め 雨 情

  2   /  10 (火） 〃 8 名 郡 司 さ ざ ん か の 宿

  3   /  10 (火） 〃 9 名 郡 司 早 鞆 の 瀬 戸

  4   /  14 (火） 〃 9 名 安 藤 夫　婦　一　生

  5   /  12 (火） 〃 10名 郡 司 花   　　　　嫁

  6   /   9  (火） 〃 8 名 安 藤 男　の　灯　台

♪♪ 定 例 会 活 動 状 況 ♪♪

５ 月 度 カ ラ オ ケ 定 例 会 参 加 者 

郡司さんが「花嫁」を歌って 

出した令和八年の高得点画面 
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◇ 活動報告 (2025/4/1～2026/3/31) 

☯ 練習日：毎月 月・水・金曜日 但し第２・４週は水⇒火曜日 

活動場所 : 矢板市とちぎフットボールセンター 

<計画>１１６回 ⇒ <実績>１０５回実施 

     ☯ 定例（感謝,記念含む)大会    １１回実施 

    ☯  親善ミニ大会・ペア大会      １１回実施 

◇2025 年度 活動参加日数（練習・大会）上位者     ◇2025 年度 ダイヤモンド賞獲得者 

 

 

 

 

 

 

 

◇2025 年度 社友会・OB/OG・家族会員 24 名 

 

                               ◇2025年度 プラチナ賞獲得者 

 

 

 

 

 

 

 

◇直近６ヶ月(２０２６/1 月～６月)の定例大会の成績優秀者（ハンディーあり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

  

 

ウ ラ ン ド ・ ゴ ル フ 同 好 会 グ 

新規会員募集中   ◆ 入会金： なし   ◆ 年会費： 1200 円 

 会  長 ： 後藤謙輔 TEL 090-5054-2839  xxpth079@yahoo.co.jp 

事務局  ：  原田博美 TEL 090-4748-7816  hirhrd@gmail.com 

   .com 

社友会の皆様、人工芝のグリーン上でグラウンド・ゴルフを楽しみませんか！
入会を心からお待ちしております

Ｎo. 日付（年/月/日） 参加人数 優勝 準優勝 第３位
大会名 スコア スコア スコア

1 2026年1月16日 男性： 31 梅川 勝 70 芳澤 政明 75 山下 審治 76
第77回定例大会 女性： 28 上野 純子 76 大類 徳子 81 江連 二三 82

2 2月10日 男性： 25 室町 英喜 67 川崎 久 76 山下 審治 78
第78回定例大会 女性： 27 手塚 由美子 73 藤井 厚子 78 中島 タツ 80

3 3月16日 男性： 24 近藤 靖浩 71 室町 英喜 73 穴山 勝美 76
第79回定例大会 女性： 20 青木 禮子 74 佐藤 美子 77 関谷 スミ子 77

4 4月15日 男性： 29 原田 博美 73 近藤 靖浩 74 山下 審治 77
第80回定例大会 女性： 31 佐藤 孝子 74 宮田 トミ 75 手塚由美子 75

5 5月12日 男性： 30 藤原 勇 69 加藤 康雄 71 穴山 勝美 73
第81回定例大会 女性： 30 佐藤 美子 73 竹田 常子 74 久郷 二千子 74

6 6月 9日 男性： 28 芳澤 政明 63 室町 英喜 72 須藤 利夫 73
第82回定例大会 女性： 23 薄井ケイ子 68 竹田 常子 75 関谷スミ子 77
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健 康 麻 雀 同 好 会 

    

 

健康的な麻雀を通じ、頭脳と指先の活性化による老化予防と会員相互の親睦を図ることをモットーに結成 

された同好会です。近年、女性や子供にまで麻雀ブームが広がりをみせており、家庭や地域などでも当会での 

経験を活かせますよ。麻雀同好会に興味のある方は、事務局にお気軽に声を掛けてください。 

毎月第１金曜日と第３金曜日に定例公式戦を実施しています。見学もできます。 

 

◇ 年 間 成 績 （２０２５年度／２０２４年度の上位入賞者）    

２０２５年度の年間チャンピオンに岩村さんが３年ぶりに復活されました。       

注： 年間成績は、４月～翌年３月の累計 

◇ 最 近 の 成 績 

２０２６年前半６ヶ月（１月～６月）のトップ３の成績は以下の通りです。４月から公式戦が月２回になりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

年 度 順 位 氏 名 総合得点 総    評 

 

２０２５年度 

第１位 岩 村 １９２６ 12回中トップが 4回あり、終盤も固くプラスで逃げ切り 

第２位 福 田 １７８１ 12回中トップはないがプラスが 7回、内 500点越え 3回 

第３位 鈴 木  ４３６ 12回中トップはなく大勝も少ないが、プラスが 7回と善戦 

 

２０２４年度 

第１位 川 村 ２７０５ 11回中7回プラス、トップは 2回だが、400点超え 6回 

第２位 中 山 ２０１７ 12回中8回プラス、内トップ 3回、年明けの追上が成功 

第３位 福 田 １９０３ 11回中7回プラス、秋場の 3回連続トップが功を奏した 

定例競技会 117回 118回 119回 120回 121回 122回 123回 124回 125回 

開 催 日 1／16 2／20 3／20 4／3 4／17 5／15 5／29 6／5 6／19 

開催場所 ハッピーハイランド矢板行政区自治公民館（通称；ハッピー会館） 

参加人数 12名 12名 12名 8名 13名 13名 12名 13名 12名 

＜定例競技会入賞者／役満達成者＞                            （ ）内数字：獲得点数 

第 １ 位 佐藤 

（669） 

中山 

（937） 

千葉 

（325） 

安東 

（545） 

青木 

（705） 

福田 

（589） 

佐藤 

（398） 

岩村 

（745） 

川村 

（675） 

第 ２ 位 青木 

（285） 

安東 

（511) 

鈴木 

（204） 

青木

（456） 

福田 

（536） 

青木 

（536） 

川村 

（272） 

青木 

（695） 

岩村 

（623） 

第 ３ 位 郡司 

（278） 

千葉 

（193） 

福田 

（90） 

福田

（220） 

中山

（486） 

安東 

（52） 

福田 

（270） 

郡司 

（231） 

福田 

（604） 

役満達成者 安東 〔 117回 四暗刻 〕 

≪ 新 会 員 募 集 ≫ 

＊入会金 ： 1,000円   ＊年会費 ： 1,500円  【毎回の場所使用料 ： 100円～300円／人】 

＊公式戦 ： 第1金曜日、第３金曜日 ： ＊場所：ハッピーハイランド矢板自治公民館 他 

＊連絡先 ： 事務局 佐藤龍雄 ☎；０９０－９３６２－１２１６  メール ； sato-t8@kjc.biglobe.ne.jp 

2位福田氏 1位岩村氏 3位鈴木氏 

2025年度 総合上位入賞者 

 

役満達成 安東さん

117回 四暗刻 2026年6月度後半戦（125回） 集合写真 
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【 入 会 案 内 】 

・ 練習場所 ： 大田原市生涯学習センター 

・ 練習日時 ： 毎週月曜日午前 10時～11時 30分 

・ 服    装 ： ジャージ等、動きやすい服装 

・ 用   具 ： 室内用シューズ、ヨガマット（個人で持参） 

・ 年 会 費 ： １０００円 （入会金・練習会費無料） 

・ 入会方法 ： 入会希望者は事務局へ連絡して下さい 

★ 新規会員募集中！１ヶ月体験参加可能 

 

【 入会申込 ・ 問合せ先 】 

会   長  ： 山本 東洋治 

会   計  ： 矢板   利一 

事 務 局  ： 才津   宣義 

(TEL)  0287 - 29 -1567 

  

     
 

《 活 動 内 容 》  

当同好会の現在会員数は２６名（内女性１１名）です。   「太極拳・ヨガ同好会」会員数は２１名（内、一般女性会員７名）です。 

定例会は原則月４回、月曜日の午前１０時～１１時３０分 

まで、大田原市生涯学習センターにて行っています。毎回の参加者数は１２～２０名程度です。 

活動の目的は、体力の維持や健康寿命の延伸、そして会員同士の親睦を深めることです。 

準備運動では、青木会員の指導のもと、真向法とヨガを行い、股関節や肩甲骨周りの柔軟性を高めています。 

太極拳は会員相互の協力により簡化 24式、太極扇、八段錦を、動画を見ながら練習しています。 

《 太極拳とヨガによる運動効果 》   

・下半身（大腿筋）が鍛えられ、転倒予防に繋がります。 

・体幹が鍛えられます。 

・柔軟性の向上により、頭痛・腰痛・肩こりの軽減、 

動脈硬化改善や、怪我予防効果が期待できます。 

・身体のだるさを軽減する効果も期待できます。 

 

《 練習風景 ・ 参加会員氏名 》※令和８年 1 月～6 月迄の練習会は２１回、累計参加者数は２９４名でした。 

 

                       

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 最 近 の 練 習 会 に 参 加 し て い る 会 員         （敬称略） 

青木 正和 才津 宣義 黒川 健一 矢板 利一 鈴木 光典 齊藤 順一 滝田 勝美 

飯川 倍成 小坂三喜雄 山口 重一 矢板 ミヨ 鈴木 文代 石渡 幸子 荒田 勝代 

津久井良江 阿部 里子 菅原 洋子 前澤 光子 金田 美子    

ヨガを指導する青木会員 

＜ 講 師 ＞  

① 初級太極拳指導  ： 会員相互 

② 初級ヨガ  指導  ： 青木 正和 

 

虎のポーズを練習する会員 後列：津久井 菅原 金田 

前列： 前澤  荒田 石渡 

後列：滝田 齊藤 飯川 青木 

前列：山口 矢板 才津 黒川 
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６月現在、会員数 ３０名（会員２３名、客員７名）、親睦と健康増進を目的に活発に活動して 

います。 気軽にできるスポーツですので、社友会会員の皆様、入会して楽しんでみませんか！！  

   

    < 活動状況 / 競技結果 > 

定例会は毎月１回、原則として第４木曜日午前１０時より王冠ボウル（大田原）にて競技会を開催しています。 

    

定例会 第１０８回 第１０９回 第１１０回 第１１１回 第１１２回 第１１３回 

実施日 １２/２５（木） １/１５（木） ２/２６（木） ３/２６（木） ４/２３（木） ５/２８（木） 

優  勝 青木  (567) 福田  (544) 矢板ミ (539) 田代  (551) 渋井  (558) 渋井  (564) 

準優勝 廣安  (542) 青木  (513) 千葉  (537) 佐藤  (499) 青木  (524) 佐藤  (518) 

３  位 千葉  (538) 廣安  (501) 桜井  (521) 桜井  (495) 桜井  (514) 豊田  (481) 

参加人数 １１ １２ １３ １２ １３ 8 

（ ）内数字はハンデ込み３ゲームトータル得点。  

< 競技方法 > 

３ゲーム総合得点によるハンデ戦。 第３回定例会より１位～３位および特定順位の方に賞品を贈呈して  

います。 ハンデは直近３回のスクラッチアベレージが同等になる様に設定しています。１位から３位獲得者  

の翌月から３回のハンデは、それぞれ３０、２０、１０点を加点し算出する様に令和８年１月より変更しました。 

また、優勝した方でマイシューズを持ってない会員にはボウリングシューズを贈呈しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ボウリング同好会

 

 

 入会金 / 年会費 ： 無料  定例会参加費 ： １０００円 (ゲーム代・貸靴代) 

  連絡先 ： 【事務局】 千葉 守    📱 ： ０９０-４６１８-４１４１ 

               E-mail： zweiimapril@kra.biglobe.ne.jp 

渋井会員 

新会員募集中！！ 

12 月～5 月 優 勝 者 

青木会員 

第 112 回 定 例 会 参 加 者 

福田会員 渋井会員 

田代会員 

矢板ミヨ会員 
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＊＊＊  「202６新春ボウリング大会」 開催 ＊＊＊ 

 

 社友会栃木支部では令和８年の幕開けとなる支部懇親行事として、「２０２６新春ボウリング大会」を実施しました。  

【大会概要】 

・実施日 ： 令和８年１月２３日（金）１０：００～ 

・競技会場： 王冠ボウル（大田原市） 

・競技方法： ２ゲームトータルスコアによる個人戦（年齢ハンデ制） 

・懇親会場： 割烹 錦鮨（那須塩原市） 

・参加者 ： ３４名（男性３３名、女性１名） 

大会は、荒田支部長の挨拶と始球式により開幕、３名１組、全１２レーン 

を使用して、和やかな雰囲気の中で熱戦が繰り広げられました。 

【競技結果】上位入賞者は右の写真の通りです。 

 

ボウリング大会と懇親会の様子は動画でどうぞ⇒       ココをスマホで読み取って、ご覧いただけます。             

 

 

競技終了後、カメラクラブ大屋幹事により参加者全員の記念撮影が行われました。 

 

その後、各自で懇親会場の「割烹 錦鮨」へ移動しました。 

懇親昼食会は、安部副支部長の司会進行と岩村顧問のご挨拶により和やかに始まりました。 

続いて青木副支部長より競技順位が下位から順に発表され、会場は笑いに包まれる場面もありました。ブービー賞、跳び

賞（５位、１０位、１５位、２０位、２５位、３０位）、当日賞（２３位）に加え、上位入賞者およびハイゲーム賞受賞

者には賞品として商品券が授与されました。最後に再び集合写真を撮影し、参加賞としてブランド卵をいただき、盛況の

うちに閉会となりました。ご参加いただいた皆様、大変お疲れ様でした。  

   

優勝：豊田康雄さん（中央） 

3位：福田貞男さん 準優勝：佐藤龍雄さん 

 

懇親会場にて恒例、下位からの成績順位発表 懇親会場にて、にこやかに再び記念撮影 
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『 

八 

方 

の 

貴 

婦 

人 

』 

（
表 

紙 

説 

明
）  

 

表
紙
の
写
真
は
、
八
方
ヶ
原
に
咲
く
八
方
の
貴
婦
人 

シ
ロ
ヤ
シ
オ
で
す
。 

八
方
ヶ
原
で
は
「
小
間
々
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
る
ト 

ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
有
名
で
す
が
、
今
回
は
知
る 

人
ぞ
知
る
『
八
方
の
貴
婦
人
』
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
生
息
地 

を
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

山
の
駅
た
か
は
ら
か
ら
学
校
平
展
望
台
を
過
ぎ
、
ポ 

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
看
板
の
先
の
ア
ン
テ
ナ
施
設
付
近
の 

駐
車
場
に
車
を
停
め
ま
す
。
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
斜
面
を 

下
り
、
柵
沿
い
に
進
む
と
右
手
に
白
い
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の 

大
木
が
姿
を
現
し
ま
す
。 

八
方
の
貴
婦
人
（
シ
ロ
ヤ
シ
オ
）
に
ご
対
面
！ 

花
の
数
の
多
さ
に
、
驚
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

更
に
、
花
が
散
っ
た
後
は
、
地
面
一
面
が
白
く
な
り
、 

壮
観
で
す
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
  

撮
影
：
大
屋 

信
幸 

（
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
会
員
） 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【 

編 

集 

後 

記 

】 

今
号
は
定
期
総
会
・
工
場
見
学

の
記
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員

か
ら
の
寄
稿
数
が
少
な
く
最
初
は

二
十
頁
が
埋
ま
る
か
ど
う
か
心
配

で
し
た
。
締
切
間
際
で
何
と
か
全

頁
埋
め
る
事
が
出
来
、
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
会
報
作
成
に
当
り
、

寄
稿
に
協
力
し
て
頂
い
た
会
員
、

そ
し
て
編
集
に
携
っ
て
頂
い
た
編

集
委
員
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

尚
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
会
報
を 

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

編
集
長
：
青
木 

正
和 

 

 

「社会貢献」川崎城跡公園下草刈りボランティア活動に参加 

６月６日（土）午前 8 時から実施された川崎城跡公園の下草刈りボランティア活動に参加しました。

 
 

当日は森島市長をはじめ約 30名のボランティアが集まり、高速道路側の斜面から本丸跡周辺までの広い範囲

で、刈払機を使用した草刈り作業を行いました。参加者の協力により、公園内は見違えるほどきれいに整備され

ました。社友会からは、海瀬元之さん、山口重一さん、掛下法示さん、矢板利一さん、黒川健一さん、齊藤順一

さん、後藤講榮さんの 7名が参加し、地域貢献活動に汗を流しました。 

ご参加いただいた皆さま、本当にお疲れさまでした！ 

…川崎城は鎌倉時代末頃に、塩谷地方を領有していた塩谷朝業が築城したと伝えられています。 

現在は、公園として整備され、園内は空掘や土塁、本丸や二の丸など昔をしのばせる史跡が随所に残って 

います。また、二の丸には梅の林、展望台があり梅の花が咲く頃には特にすばらしい景観が観られます。… 

 

  

 

 

 

 

  

《 長 寿 お 祝 い 》 

対象期間 ： R7.10.1～R8.3.31 

※ 数字は会員番号  日付は誕生日 

 

◆  米 寿 ◆ 

1167 臼井  護   11/19 

1176 廣安 元嗣   12/16 

 

◆  喜 寿 ◆ 

5377 吉成  昭   10/10 

4810 内田 秀雄   10/15 

4811 徳田 義文   10/30 

4401 岡崎  忠   11/20 

5654 才津 宣義   12/12 

5376 野村  博    1/ 7 

4489 野澤 英男    2/17 

4481 尾形 敏博    2/20 

4516 鈴木 和平    2/21 

5046 松元 幸春    3/23 

4539 安部 敏行    3/31 

4540 中嶋 宗孝    3/31 
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